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神戸大学のデータサイエンス分野における高大連携の取り組み
本日の目次

■神戸大学数理・データサイエンスセンターの紹介
■神戸大学附属中等教育学校の紹介
■R3年度の高大連携事業

①「中学生・高校生データサイエンスコンテスト」を開催
② 統計研修会を開催
③ 神戸大学１年向け講義「データサイエンス基礎」の受講機会の提供
④ 夏休みに大学教員によるPython講座の受講機会の提供

■今後の神戸大学のDS分野での高大連携の展望



■神戸大学数理・データサイエンスセンターの紹介
神戸大学は「学理と実際の調和」を理念とし、先端研究・文理融合研究で輝く卓越研究
大学を目指すというビジョンの実現のために、教育研究の改革を行っています。世界的
にデータ駆動型社会の到来が予想される中、世界で活躍するイノベーション人材の育成
を目的とし、全学的な数理・データサイエンス教育とそれを支える企業・自治体との連
携を基礎とした数理・データサイエンスの研究の推進のために、平成29年12月に数
理・データサイエンスセンターが設置されました。

この様な背景のもと、平成30年度4月に、神戸大学の国際人間科学部、経済学部、経営
学部、理学部、工学部、農学部、海事科学部の7学部において、数理・データサイエン
スの基礎を身につけることができる数理・データサイエンス標準カリキュラムコースを
開設しました。令和２年度より、全10学部においてが受講可能になりました。

令和3年度に、神戸大学数理・データサイエンス・AI教育プログラム（リテラシーレベ
ル）が、文科省のMDASHプログラムの認定を受けました。令和4年度、応用基礎レベル
の認定制度にも申請を予定しています。



■令和3年度リテラシーレベル・応用基礎レベルの教科書を出版

著者小澤 誠一 編、齋藤 政彦 編
定価2,750円 （本体2,500円＋税）
判型A5
頁320頁
ISBN978-4-274-22797-4
発売日2021/11/22
発行元オーム社

リテラシーレベル

応用基礎レベル

https://www.ohmsha.co.jp/book/list.htm?authname=%e5%b0%8f%e6%be%a4+%e8%aa%a0%e4%b8%80
https://www.ohmsha.co.jp/book/list.htm?authname=%e9%bd%8b%e8%97%a4+%e6%94%bf%e5%bd%a6


■神戸大学数理・データサイエンスセンターの紹介

高大連携について
数理・データサイエンスセンターでは、わが国の発展を支えるデータサイエンス人材を
輩出するため、中高生を対象としてその所有する３つの資源（データサイエンスに関す
る知(Knowledge)、情報基盤(Information)、技術(Technology)を有効活用し、大学に
おける学習の基礎となる統計的思考力、判断力、新たな発想力を養う機会を提供してい
ます。
また、神戸大学附属中等教育学校の「データサイエンスⅠ・Ⅱ」の授業開発指導、生徒
への課題研究への助言などを通して、文部科学省より認定されたスーパーサイエンスハ
イスクール事業(SSH事業)の運営にも協力し、令和３年度以降その成果を教員対象の研
修会や授業研究会の実施、生徒対象のPBLコンテストの開催などを通じて、全国の高等
学校に成果を還元していく予定です。(数理・データサイエンスセンターHPより)



■神戸大学附属中等教育学校の紹介

平成 21(2009)年4月 神戸大学による大規模附属学校再編により，
神戸大学附属中等教育学校設立
後期課程 設置

平成27(2015)年4月 スーパーグローバルハイスクール 指定(５年間)

令和02(2020)年4月 スーパーサイエンスハイスクール 指定(5 年間)



■神戸大学附属中等教育学校の紹介

教科の学習をはじめ，本校での様々な学びを通じて，

「見つける力」，「調べる力」，「まとめる力」，「発表する力」，

そしてそれらを総合する「考える力」を身につけます。(HPより)

課題研究（通称KP）：中等１～６年で取り組む

１・２年：学年別の調べ学習 （グループでの活動が中心)

３～６年：ゼミに分かれ，個人研究を行う

2020年度より異学年合同ゼミに

１教員１学年４人×４学年程度担当する

学校設定科目：DSⅠ・Ⅱ，探究情報，ESD，科学総合など提供

様々な課外活動：大学研究室インターンシップ，各種レクチャー，

海外校との交流プログラム，フィールドワーク，

各種コンテストなどへの出場



■神戸大学附属中等教育学校の紹介

学校設定科目DSⅠ・DSⅡ

SSH指定に伴い，神戸大学数理・データサイエンスセンターの協力のもと，

数学科の授業として，

学校設定科目「データサイエンスⅠ・Ⅱ（以下DSⅠ・Ⅱ）」を開講し，

統計の授業を提供している．

高校１年 DSⅠ 数学Ⅰ「データの分析」を中心
高校２年 DSⅡ 数学Ｂ「確率分布と統計的な推測」を中心

・次年度学習指導要領改訂を見越し先行実施
・基本的な統計手法を取得し，生徒が課題研究の研究に活かせるように



■R3年度の高大連携事業

①「中学生・高校生データサイエンスコンテスト」を開催

② 統計研修会を開催

③ 神戸大学１年向け講義「データサイエンス基礎」の受講機会の提供

④ 夏休みに大学教員によるPython講座の受講機会の提供



①中学生・高校生データサイエンスコンテスト

本コンテストでは、中学校・高等学校教員の統計教育の指導力向上を図るとと
もに、神戸大学のデータサイエンス・ＡＩ教育の取組みを教育機関や中高生へ
とアピールすることを狙いとしました。

参加校数:12都府県22校
参加チーム数：83 人数:約300名

参加者は、与えられたデータセットをもとに、データサイエンスに基づく分析
を行い、有益な提案をレポートとプレゼンテーション動画にまとめて提出

相関係数表や重回帰分析を用いてエビデンス資料を作成しているものや、
より具体的な提案をなされているものなど、優秀な作品が数多く、
データサイエンス、統計分析に対して中高生の関心と知識の深さをうかがうこ
とができました。（数理・データサイエンスセンターHPより）



①中学生・高校生データサイエンスコンテスト



①中学生・高校生データサイエンスコンテスト

受賞後のアンケート（数理・データサイエンスセンターHPより引用）
Q コンテストの課題提出にあたり、工夫した点や苦労した点を教えてください

■最優秀賞受賞チーム「ちよこれいと（兵庫県立小野高等学校）」
工夫した点は、問題内容を適切に理解してできる限り店長の要望を組み込んだ形で提案ができる
ようにしたことです。データから読み取った来店客の特徴からCMDS店の現状として足りていな
い所や経済資源を活用しきれていない所を補えるように提案を考えました。
苦労したところは、膨大なデータ量をどれだけ簡潔にまとめ、改善点を見出すかというところで
す。今回は、年齢別に着目して分析を行いましたが、やはりExcelで使用した関数も複雑になり、
難しかったです。しかしやりがいも大きく楽しんでできました。

■審査員特別賞受賞チーム「ウーパールーパー(武庫川女子大学附属中学校・高等学校)」
工夫した点は、与えられたデータをもとにした提案をできるように、何度も提案を重ね、最後ま
で最善策を練りました。
苦労した点は、Excelを用いることが初めてだったので、関数を一から調べ、データを分析したこ
とです。



①中学生・高校生データサイエンスコンテスト

■問題作成の方針：生徒がイメージしやすい内容にした
■データセット ：オープンデータから参加者が加工するものではなく、

生徒に共通のデータセットを配布
また現実を模した架空のデータセットのため、生徒が安全に使える

■課題について ：課題も共通に、「コンテスト」として審査できるようにした
■生徒への指導 ：問題リード文などを使い様々なことを示唆した

例１ 与えられたデータから別の項目を作成する
例２ 与えられたデータから言えることは何かを大切にする
例３ プレゼン資料の作成の仕方
例４ CRISP‐DM
→コンテストの取り組みが参加生徒に教育に高い教育効果になるよう設計した

■２次利用 ：作成したデータセット・問題を横展開を可能に
・他校講演会で使用実績あり
・附属中等教育学校や他校で授業で実践例あり
・神戸大学をはじめ大学での講義・演習で利用する準備中
・配布を計画中→架空のデータセットなので可能

第２回の開催に向け準備中→コンテストの規模拡大を目指す



②高校教員向け統計研修会

【日時】
2021年11月26日(金) 15:00 ～ 17:00
【内容】
(1)高校教員による統計の授業の実践報告
①「探究活動とPPDACサイクルの指導実践」
兵庫県立姫路西高等学校 林 宏樹教諭
②「Excelを用いた散布図・相関係数の指導実践」
神戸大学附属中等教育学校 林 兵馬教諭
(2)大学教員による指導助言および質疑応答
【対象者】
全国の高校・大学の教員および教育関係者・教職希望の大学生
【募集定員】
神戸大学での対面 25名（先着）
Zoomでの講義 100名



②高校教員向け統計研修会

参加者のアンケートより

・統計分野を高校の授業で教えることについて、非常に悩んでいた部分であったため、
今回の研修会の内容を参考にしながら、題材を考えて授業づくりをしていきたいと考え
ています。
・数学の統計と情報の授業をどのように切り分けて結びつけるのかのイメージがわきま
した。
・探究活動の指導やデータ分析の授業体験等もあり、参考になりました。

→今後は、例えば大学の先生からの講演を手厚くし、
また参加者が実践事例や悩みを持ち寄り交流の場になるようなイベントにしたい
これから統計教育を本格的に実践される先生を支援する



③神戸大学１年向け講義「データサイエンス基礎」を受講機会の提供

神戸大学数理・データサイエンスセンター提供
「総合科目Ⅱ データサイエンス基礎」を
神戸大学附属中等教育学校の生徒が受講可能に
→中等教育学校の単位（高大連携）として認定

【生徒の感想】
今までロジックをあまり意識せずに様々な統計手法を用いてきましたが、特にロジックの
部分を学ぶことができました。
また、実践的な内容も併せて紹介してくれ、丁寧に質問にも答えていただき深い学びの場
となりました。（高２男子）

高大連携プログラムに参加し、統計学に関する知識やスキルを得ることができたのはもち
ろん、大学生と共に講義を受けることで質の高い質問が多く、新たな観点から関連する周
辺知識についてより深く学ぶことができた。（高１女子）

DSを何故学ばなくてはいけないかということから始まり，様々な豊富な具体例を混ぜつつ
，各種分析のやりかたや最新のAIの現状などを学びました。AIに代わって取られないよう
な人材になるにはどうすればいいか考えるいい機会になりました。（高１男子）



④Python講座の受講機会の提供

R２年度に神戸大学の社会科学系の大学生対象のPython入門講義を

神戸大学附属中等教育学校生徒向けに実施

講師：渡邉るりこ先生（神戸大学数理・データサイエンスセンター）

受講人数：22名（中３～高２対象）

講義内容

＜基礎編＞

8/3：Python の基礎

8/4：モジュールの利用・データの可視化

＜応用編＞

8/10：データ解析Ⅰ（回帰分析）

8/12：データ解析Ⅱ（テキストマイニング）

＜発表会＞

8/18：発表会



①Python講座の受講機会の提供

• 附属中等教育学校でも本学と同様に全生徒がGoogle のサービスを用いることができるので、Google 
Colaboratoryを用いた。

生徒アンケートより

・ プログラミング、特にPython への興味が大きくなっているときに、１からわかるように丁寧に

解説していただき、とても有意義な講座になりました。（高２男子）

・ 講座を受けて終わりではなく、これからも使える技術を身に着けることができ、参加してよかったな、

と思います。（高２女子）

・ 今後もこのような講座を実施してほしいと思う。今後はもっと幅広いことが学べたら

いいなと思う。（今回できていなかったスクレイピングなど）（高１女子）

→附属中等教育学校でのDSⅠ、DSⅡ、探究情報の授業開発に活かす



■今後の神戸大学のDS分野での高大連携の展望

① 神戸大学と附属中等教育学校の連携をより深める

② 上記連携で得た知見を、他校や他大学にも普及・展開を目指す

③ 中学・高校の教員の統計教育の支援を行う

④ データサイエンスコンテストなどを通じて、

中学生・高校生にデータサイエンスを触れる機会を提供する。


